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短根人参の機械栽培について

岩　館　信　三・小　野　公　二

（岩）手県園試）

ま　え　が　き

短板人参の栽培に要する労力は10α当り35～40人ぐら

いであるが，草丈が低く，一斉収橙が可能でしかも除草

剤が実用化されたことから一貫した枚枕栽培が可能と思

われた。そこで1963～1965年の3カ年にわたり，播種作

業から収穫作業を中型トラクター（クボタT18）によっ

て行う機械区と慣行区を設け主に収量と所要時間につい

て比較検討した結果，機械栽培の体系が得られたのでそ

の結果を報告する。

1∴試験方法および供試作業機

試験圃場は3カ年とも各区10αとし，播種期は5月上

旬，収穫期は9月上旬に行なった。我植距離は畦巾50C硯，

株間10C沼を目標とLl条桁とした。品種はチャンテネー

イソプループドを供用し，除草剤はゲザミル，ニップ乳

剤を2回散布し，薬剤は高含銅水和剤を6回散布した。

供試作業機は第1表に示すとおりである。

2．試　験　結　果

1．機械区の機械使用時問は10（Z当り　672分で慣行区

より36．695多く，そのうち洗源作業が59．5％を占め最も

多い。ついで，除草剤散布が7．5％，堆肥散布7％で施

肥播種の3％が殻も少なかった。慣行区の人力所要時間

は15，147分（31．6人）であったが機械区では4，866分（10

第1表　　供　託

．1人）で慣行区より67．9％を軽減し，作業別では培土で

97．2％，薬剤散布91．1％，施肥・播種89．296，洗源84．9％

堆肥散布83．2％，除草剤散布71．9％を軽減した。枚枕区

の総人力所要時間のうち間引作業が48．2％，収穫調製

28．395，洗源で16．4％が主な作業で92．9％を占めた。

2．草丈の生育差は認められなかったが，収量は3カ

年の平均で機械区が慣行区より　8．7％少なかったが，こ

れは1963年（試験場が移転のための新設の圃場である）

に機械区が12％も少なかったことと，腐敗裂根，又根の

発生が慣行区よりやや多かったためのものである。

3．期待収量10α当り2tとし1軸25円の生産者手額

価格として物財政および農機具償却費を差引くと1日当

り労働所得は慣行区では0．5力丘の栽培で870円，1ゐαで

1，057円，3ゐαで1，182円と，3毎以上になっても労働所得

はそれほど上昇しない。機械栽培の場合は0．5加では2，

290円の赤字となり，1九βで664円，3ゐαで2，817円，5加

で3．225円の労働所得となる。

4．中型トラクターによる機械1セット当りの稼働可

能面積は播種期を10日間とし，期待収量を10α当り2t

とし洗礁機1台当りの能率から収穫期間を40日とすると

5／昭が稼働可能面前の限界となる。

5．枚械俄培の場合の留意点

llI　耕地の面瘡は大きいほどよく，畑の作りは巾が25

～30mで長さは長いはどよい。畑の道路巾は機械が自
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瀬　機
型トラクター（クボタT18）

萬我量2．1507㌔
耕恵巾1．6m
3粂播
散布巾4．5m容量200g
2連，間引間隔6cm
2遵
到達距離15m，容量360g
2連
立型，容量25軸／4分
IP18

耕転巾80C耽
吸液量30ゼ／分
力′
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第2　蓑　10α当り作業別所要時間
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第　3　表　　作業別所要時間の百分率（％）

別
計

第　4　表　　収　　　量　　　調　　　査

又

1964l3・25梢。l群臣
138．5

144．8

1，819
1，941

放械区
慣行区

126．3

121．3

1，510
1，653

第　5　表　10（Z当り物財費および農機具費（円）
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第　6　表　労　　働　　所　　得

労 力
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機械区の稼働可鱒面積rJ

間引

注．慣行区を100とした比較

第1図作業別人力所要時間の対慣行区比

由に通れるだけの巾で2mぐらいは必要である。

t21種子は毛頼り種子で発芽率は80％以上のものがよ

く，播種量も慣行法より多く10（王当り1．2～1．5gとして

やや厚播にするようにする。

（3）グレソドリルによる施肥，播種は排出ロールを人

参用のもの（ロールの穴を径5仰，深さ1・5動乱のもの6

っあける）に取替へ覆土が厚すぎないように機械の操作

に注意する。また肥料は種子と混合状態にならぬように

下＼機械区

＼ 依行区

1　　　　3

両　　概

5　　　　10　　　　20

第2図1日当り労働所得

種子より5e花程度はなすようにする。

14I　ビートシソナーによる間引時期は本葉2枚程度の

時期が最も能率的であり．大きすぎると間引率が低下す

る。

（5）整地および砕土が不充分の場合は作業機の能率が

低下して機械栽培が不可能となることがある。


